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脳
は
、
私
た
ち
の
あ
ら
ゆ
る
生
命

活
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る

『
司
令
塔
』
で
す
。

　

認
知
症
と
は
、
脳
の
病
気
や
障
害

な
ど
の
原
因
に
よ
っ
て
認
知
機
能
が

低
下
し
、
記
憶
や
判
断
力
に
支
障
を

き
た
す
状
態
を
い
い
ま
す
。「
今
日

が
何
日
か
わ
か
ら
な
い
」「
何
か
を

忘
れ
て
い
る
自
覚
が
な
い
」
な
ど
の

症
状
が
特
徴
で
あ
る
認
知
症
は
、
誰

に
で
も
起
こ
り
う
る
身
近
な
病
気
で
、

そ
の
発
症
率
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
高

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
う
ち
、
お
よ
そ
半
数
は

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
す
。

代
表
的
な
症
状
と
し
て
は
、
記
憶
障

害
に
加
え
、
意
欲
の
低
下
や
怒
り
っ

ぽ
さ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
次

に
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
、
血
管
性

認
知
症
と
続
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
「
三
大
認
知
症
」
と
い

わ
れ
、
発
症
数
全
体
の
約
85
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
残
り
の
15
％
の
認
知

症
の
中
に
は
、
治
る
タ
イ
プ
の
認
知

症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
に
お
け
る
65
歳

以
上
の
認
知
症
患
者
は
、

２
０
２
０
年
現
在
で
約

６
０
０
万
人
と
い
わ
れ

て
お
り
、
５
年
後
の
２

０
２
５
年
に
は
、
約
７

０
０
万
人
（
高
齢
者
の

約
５
人
に
１
人
）
が
認

知
症
に
な
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
か
み
町
で
は
現

認
知
症
と
は

認
知
症
の
種
類
と
割
合

５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
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認
知
症
の

 

「
今
」を
知
る

在
、
65
歳
以
上
の
介
護
認
定
者
の
う

ち
約
５
人
に
２
人
が
認
知
症
を
患
っ

て
い
ま
す
。
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も
の
忘
れ
は
、
加
齢
に
よ
る
も
の

と
そ
う
で
な
い
も
の
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
単
な
る
も
の
忘
れ
と
違
い
、
体

験
し
た
こ
と
の
す
べ
て
を
忘
れ
て
し

ま
う
の
が
認
知
症
で
す
。

　

認
知
症
は
、
原
因
と
な
る
病
気
に

よ
っ
て
は
薬
で
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
、

症
状
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

早
期
発
見
・
診
療
・
治
療
が
何
よ
り

大
切
で
す
。

　

本
人
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
や
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
認
知
症
カ
フ
ェ

　

認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
カ
フ
ェ
の
こ
と
で
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
お
茶
会
、
意
見
交
換
な
ど

を
通
じ
て
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
ら
れ
る
場
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
認
知
症
ケ
ア
パ
ス

　

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
と
は
、
認
知
症

の
容
態
に
応
じ
て
「
い
つ
」「
ど
こ

で
」「
ど
の
よ
う
な
医
療
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
の
か
」
な
ど
の

認
知
症
ケ
ア
の
流
れ
が
ま
と
め
ら
れ

た
冊
子
で
す
。
役
場
町
民
福
祉
課
で

ご
案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の
人

に
寄
り
添
い
見
守
る
『
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
』
を
養
成
す
る
た
め
の
講

座
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
主
に

中
学
１
年
生
を
対
象
に
講
座
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
受
講
を
希
望
す
る

団
体
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
町

民
福
祉
課
（
☎
０
２
７
８
‐
６
２
‐

２
２
８
０
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

も
の
忘
れ
と
認
知
症
の
違
い

認
知
症
の
発
見
と
治
療
方
法

認
知
症
の
症
状

み
な
か
み
町
の
取
り
組
み

脳の働きの低下による中核症状の例
・ひどいもの忘れ
・正しい方を選べない
・新しいルールがのみこめない
・時間、場所、人が分からない

環境や心理状態による行動・心理症状の例
・じっとしていられない
・突然怒り出す
・徘徊する
・過食、拒食、異食

認知症チェックリスト

□ 同じことを何回も話したりたずねたりする
□ 体験したことの前後関係が分からなくなった
□ 服装など身の回りに無頓着になった
□ ドアの閉め忘れや後片付けができなくなった
□ 同時に２つの作業を行うと、１つを忘れる
□ 薬の管理や服用がきちんとできなくなった
□ 家事や作業に手間取るようになった
□ 計画を立てられなくなった
□ 複雑な話を理解できない
□ �興味が薄れ、意欲がなくなり、趣味活動など
を止めてしまった

□ 前よりも怒りっぽくなったり、疑い深くなった

※ 最近1カ月の状態についてあてはまるものにチェッ
クをつけてみてください。4つ以上チェックがつい
た場合は、早めに医療機関にご相談ください。

　認知症サポーター養成講座受講後に生徒が書いた
川柳の一部をご紹介します。

「また失敗 とがめるよりも 理解しよう」

「あたたかく 見守ることが 第一歩」

「大丈夫 困ったときは そばにいるよ」


